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 高分子物質恥に酷酸繊維素,ポ リ盤化一酷酸 ヴィニール共重合物等の可塑攣形に付いては,

Bl(nl(1937)(1940)等 の研究があるが,著 者は實用的な高分子物質ボリヴイニールアルXt 一

ルの皮膜について同様な可塑現象の二三を種 々の條件との關聯に於いて明かにした・特に満濃

度アル コ・一ル溶液中叉は加熱嘘理(180℃5分)等 に依つて皮膜の水分含イ∫量を極めて小量(数

パeセ ン1・以下)に 保つた場合の延伸饗膨に於いて著 しい現象が槻察 された・(i)98%ア ル コ

・・ル中に於いては攣形方向に垂直に無腹のフイブル朕の1'upture G波壊)が 起 り.(ii)無 水アル

コ r一ル中に於いては典型的な光揮性効果が見 られる・(iii)熱 庭理皮膜に於いては金厨箔片の

攣 形に於いて見 られ る結晶のスベリに類似のスベリ模橡が硯察された.攣 形に際 しての加え ら

れた歪力,伸 び等 の關聯 に付いては追つて報告する豫定である・

      掩 化 ヴ イニ ル £酷 酸 ヴ ィ ニル及 び ア ク

      リル ニ トリノレ亡の吹込 式 乳 化 共 重 合

             岡 村 誠 三 ・大 石 良 季

 1)内 径4cm,島 さ60cm.の 硝 子圓筒 に1.0%K2S2(り8水 溶 液 を充 た し,70℃ の恒温槽

に夜 す.圓 筒の底部 には硝子 ブイル ターを備 えた盤化 ヴ/=ル(以 下V.Cl.と 略 記)瓦 斯 の吹

込 口を,ま た頂 部 には酷酸 ヴイ=ル(以 下V.AC.と 略 記)或 はアク リル ニ トリル(以 下A.N.

と略 記)の 滴下 ビユ レツ ト及び未反慮V.CI.瓦 斯 の吹出 口 とを設 ける.此 庭ではV.AC.或 は

A.N.の 滴 下量 とVCI.瓦 斯 の吸牧 量.生 威共重合 エマル ジ ヨンの濃度,組 成及 び溶液粘度等

に就 て行 つた豫備 實験結 果 を蔽告す る.

 2)V.Cl.とV.AC.と の 共重合  先 づ106 K29208400ecを700Cに 加 温 し, V.AC.

を20分 置 きに約O.5」C宛 滴下 し乍 らV.CI.瓦 斯 を吹込 む.吹 込3時 聞でK29208は タ斐約42

～68%が 分 解 す るので定量 して分解 しただ けの量 を追加添 加 し,吹 込 を機績 して合 計1040分 の

問 に滴加V、AC.計15・439に 封 しV.CI・ 瓦斯 吸牧量 は7.88立 即 ち21959で あ1) , V. Cl,
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